
変わる重視ポイント住まい選び
ＨＥＭＳ、その他節電技術

制震技術や地盤沈下対策 旭化成ホームズのくらしノベーション研究所は、夕
食後の過ごし方と節電の関係を研究（「ヘーベルハ
ウス　 のある家」のリビング空間）

耐
震
性
や
軟
弱
地
盤
対
応
力
も

　

　

積
水
化
学
工
業
住
宅
カ
ン
パ

ニ
ー
が
開
発
し
た
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

「
ス
マ
ー
ト
ハ
イ
ム
・
ナ

ビ
」
の
利
用
画
面

　
蓄
電
池
と
合
わ
せ
て
注
目

さ
れ
て
い
る
新
技
術
が
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
だ
。
住
宅
の
部
屋
ご
と

や
家
電
製
品
ご
と
の
使
用
電

力
量
を
見
え
る
化
す
る
こ
と

で
、
生
活
者
に
節
電
を
促
す

仕
組
み
だ
。
導
入
が
簡
単
で

生
活
者
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え

な
い
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
や
、
楽
し
み

な
が
ら
節
電
を
行
え
る
よ
う

擬
人
化
し
た
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
な

ど
、
各
社
か
ら
知
恵
を
し
ぼ

っ
た
製
品
が
続
々
と
発
表
さ

れ
て
い
る
。

　
積
水
化
学
工
業
住
宅
カ
ン

パ
ニ
ー
は
、
今
年
度
か
ら
太

陽
光
発
電
付
き
住
宅
に
業
界

で
初
め
て
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
標
準

搭
載
し
た
。
Ｎ
Ｅ
Ｃ
と
共
同

開
発
し
た
ク
ラ
ウ
ド
型
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
「
ス
マ
ー
ト
ハ
イ
ム
・

ナ
ビ
」
で
、
家
電
製
品
や
部

屋
ご
と
の
電
気
代
を
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多

機
能
携
帯
電
話

に
リ
ア
ル

タ
イ
ム
表
示
す
る
。

　
各
戸
の
電
力
デ
ー
タ
は
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
集
め
て
管

理
、
解
析
す
る
仕
組
み
で
、

こ
れ
を
活
用
し
て

月
か
ら

省
エ
ネ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
「
ス
マ
ー
ト
ハ
イ

ム
Ｆ
Ａ
Ｎ
」
の
運
用
を
開
始

し
た
。
省
エ
ネ
の
方
法
を
家

電
製
品
の
使
い
方

Ｏ
Ｎ
、

Ｏ
Ｆ
Ｆ
や
タ
イ
マ
ー
設
定
な

ど

に
落
と
し
込
ん
で
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
、
そ
れ
を

実
践
し
た
場
合
の
効
果
を
電

気
代
と
し
て
表
示
す
る
。
季

節
ご
と
の
省
エ
ネ
の
コ
ツ
な

ど
も
提
供
。
こ
う
し
て
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
搭
載
前
に
く
ら
べ
光
熱

費
を

％
削
減
で
き
る
と
い

う
。

　
住
友
林
業
は
シ
ャ
ー
プ
製

の
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
搭
載
し
た
住

宅
「
ス
マ
ー
ト
ナ
ビ
」
を
９

月
に
発
売
。
家
庭
内
の
コ
ン

セ
ン
ト
口
に
専
用
の
電
力
測

定
タ
ッ
プ
を
取
り
付
け
、
家

電
製
品
の
コ
ン
セ
ン
ト
を
差

し
込
む
。
タ
ッ
プ
か
ら
無
線

を
通
し
て
集
ま
る
家
電
製
品

の
消
費
電
力
や
、
太
陽
光
発

電
の
稼
働
状
況
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
に
表
示
す
る
。
タ
ッ

プ
は
最
大

個
ま
で
設
置
で

き
る
。
シ
ス
テ
ム
工
事
に
大

が
か
り
な
電
気
、
配
線
工
事

が
不
要
で
手
軽
に
導
入
で
き

る
点
が
強
み
だ
。

　
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
は
ソ
ニ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
研
究
所

東
京
都
品
川

区

と
共
同
で
、
家
電
製
品

を
擬
人
化
し
て
ゲ
ー
ム
感
覚

で
家
電
を
操
作
す
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
開

発
し
た
。
エ
ア
コ
ン
や
扇
風

機
、
テ
レ
ビ
な
ど
を
ア
ニ
メ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
表
現
し
、

ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
で
節
電

の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
。
楽
し

み
な
が
ら
省
エ
ネ
に
取
り
組

め
る
。
三
洋
ホ
ー
ム
ズ

大

阪
市
西
区

は
家
庭
用
ロ
ボ

ッ
ト
「
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
　
Ｓ
Ａ

Ｎ
Ｚ
Ｏ
」
に
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
プ

リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
搭
載
。
音

声
認
識
機
能
を
持
つ
た
め
会

話
に
よ
る
家
電
制
御
が
可
能

で
、
電
気
を
使
い
す
ぎ
な
時

は
ロ
ボ
ッ
ト
が
ピ
ン
ク
色
に

光
っ
て
知
ら
せ
る
な
ど
、
Ｈ

Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
身
近
な
存
在
に
変

え
る
た
め
の
工
夫
が
ち
り
ば

め
ら
れ
て
い
る
。

　
７
月
に
は
大
手
電
機
メ
ー

カ
ー
や
Ｉ
Ｔ
、
自
動
車
、
電

力
な
ど

社
に
よ
る
Ｈ
Ｅ
Ｍ

Ｓ
技
術
に
関
す
る
共
同
検
討

体
制
「
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ア
ラ
イ
ア

ン
ス
」
が
発
足
し
た
。
Ｈ
Ｅ

Ｍ
Ｓ
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

外
部
制
御
で
き
る
「
ス
マ
ー

ト
家
電
」
に
つ
い
て
、
各
社

の
技
術
を
持
ち
寄
り
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
の
共
通
化
な
ど

を
検
討
す
る
。
現
状
で
は
家

電
製
品
や
電
気
自
動
車
は
メ

ー
カ
ー
ご
と
に
制
御
規
格
な

ど
が
異
な
り
、
住
宅
メ
ー
カ

ー
か
ら
は
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
普
及
の

足
か
せ
に
な
る
の
で
は
と
危

惧
さ
れ
て
い
た
。
共
同
検
討

体
制
の
ス
タ
ー
ト
で
、
こ
の

問
題
が
解
決
さ
れ
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
省
エ
ネ
に
貢

献
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
設
備
や

Ｉ
Ｔ
技
術
を
各
社
が
開
発
し

て
い
る
が
、
旭
化
成
ホ
ー
ム

ズ
は
省
エ
ネ
を
生
活
の
し
か

た
や
間
取
り
と
い
う
視
点
か

ら
読
み
解
く
、
一
風
変
わ
っ

た
研
究
を
し
て
い
る
。

　
同
社
が
高
校
生
以
下
の
子

ど
も
と
同
居
す
る
家
族
に
実

施
し
た
調
査
か
ら
は
、
夕
食

後
の
家
族
の
過
ご
し
方
が
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
と
大
き
く
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
夕
食
後
に
リ
ビ
ン
グ
ダ

イ
ニ
ン
グ
キ
ッ
チ
ン

Ｌ
Ｄ

Ｋ

で
全
員
一
緒
に
過
ご
す

家
庭
は
、
そ
う
で
な
い
家
庭

よ
り
年
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

量
が

・
５
％
も
少
な
か
っ

た
。
た
だ
し
子
ど
も
が
成
長

す
る
に
つ
れ
て
夕
食
後
に
個

室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
く
な

り
、
理
想
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が

生
ま
れ
て
く
る
。
こ
の
た
め

同
社
は
Ｌ
Ｄ
Ｋ
面
積
を
広
く

し
た
り
、
Ｌ
Ｄ
Ｋ
に
勉
強
用

や
書
斎
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
が
大

き
く
な
っ
て
も
付
か
ず
離
れ

ず
の
生
活
を
維
持
で
き
る
と

提
案
し
て
い
る
。
省
エ
ネ
設

備
に
頼
ら
ず
、
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
か
ら
省
エ
ネ
を
実
現
で

き
る
手
法
と
し
て
注
目
に
値

す
る
。

住
友
林
業
の
不
動
沈
下
修
正

工
法
。
先
施
工
工
法
で
は
基

礎
下
に
鋼
管
を
埋
め
込
み
、

万
一
不
同
沈
下
が
発
生
し
た

場
合
に
水
で
膨
張
さ
せ
建
物

を
ジ
ャ
ッ
キ
ア
ッ
プ
す
る

　

　

　
住
宅
の
耐
震
性
や
、
軟
弱

地
盤
対
応
力
も
消
費
者
の
重

要
な
重
視
ポ
イ
ン
ト
だ
。
積

水
ハ
ウ
ス
は
主
力
の
鉄
骨
一

戸
建
て
住
宅
に
制
振
装
置

「
シ
ー
カ
ス
」
を
標
準
搭
載

し
た
。
シ
ー
カ
ス
は
フ
レ
ー

ム
と
Ｋ
型
に
組
み
込
ん
だ
粘

弾
性
ダ
ン
パ
ー
で
構
成
さ
れ

る
。
ダ
ン
パ
ー
の
心
臓
部
は

伸
び
率
７
２
０
％
の
特
殊
高

減
衰
ゴ
ム
が
組
み
込
ま
れ
て

お
り
、
震
動
を
吸
収
し
建
物

変
形
量
を
約
２
分
の
１
に
抑

え
る
。
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
も
独

自
開
発
の
制
振
装
置
「
Ｍ
Ｇ

Ｅ
Ｏ
」
の
主
力
商
品
へ
の
標

準
搭
載
を
始
め
て
お
り
、
４

―
９
月
期
は
装
着
率
が

％

を
超
え
た
と
い
う
。
同
製
品

は
住
友
ゴ
ム
グ
ル
ー
プ
と
の

共
同
開
発
で
、
天
然
ゴ
ム
由

来
の
高
減
衰
ゴ
ム
を
鋼
板
に

組
み
込
ん
で
い
る
。

　
住
友
林
業
は
日
新
製
鋼
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
、
軟
弱
地

盤
地
域
で
住
宅
が
不
同
沈
下

し
た
際
の
低
コ
ス
ト
対
処
法

「
住
宅
用
不
同
沈
下
修
正
工

法
を
開
発
し
た
。住
宅
建
築

段
階
で
あ
ら
か
じ
め
基
礎
下

に
膨
張
型
鋼
管
を
敷
き
詰
め

る
先
施
工
工
法
と
、
沈
下
後

に
地
盤
を
掘
削
し
て
鋼
管
を

敷
く
後
施
工
工
法
が
あ
る
。

ど
ち
ら
の
施
工
工
法
で
も
高

水
圧
で
鋼
管
を
膨
張
さ
せ
、

膨
張
力
で
基
礎
ご
と
建
物
を

上
昇
さ
せ
る
仕
組
み
だ
。
従

来
の
油
圧
ジ
ャ
ッ
キ
工
法
と

は
異
な
り
鋼
管
く
い
の
設
置

が
不
要
で
施
工
コ
ス
ト
が
安

く
、
基
礎
下
に
入
り
込
む
作

業
も
な
い
こ
と
か
ら
安
全
性

も
高
い
。
ま
た
地
盤
に
薬
液

を
注
入
す
る
修
正
工
法
と
は

異
な
り
環
境
配
慮
の
必
要
も

少
な
い
。
住
宅
の
安
全
・
安

心
を
支
え
る
新
し
い
技
術
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

「
デ
ザ
イ
ン
、
間
取
り
」
よ
り
「
機
能
」

　　 ２０１１年 平成２３年 １０月１８日 火曜日 【広告特集】 （ ）


